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１．組織の概要

【事業所名】 有限会社　香北自動車工業

【代表者氏名】 代表取締役　松村　純爾

【所在地】

　　本社 高知県香美市香北町韮生野８４５番地２

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

環境経営管理責任者氏名 松村　由美子

連絡先担当者 松村　由美子

連絡先 ＴＥＬ：０８８７－５９－２０９１

ＦＡＸ：０８８７－５９－４３１３

Ｅ－ｍａｉｌ：y.khkzds@poem.ocn.ne.jp

【事業活動の内容についての簡単な記述】

自動車整備・販売業

　指定番号　 四運指第１３０３号 許可年月日 平成2年11月29日

　認証番号 四運証第８０－６９６号 許可年月日 昭和46年12月1日

【事業規模】

設立年月日 平成2年11月14日

資本金 ３００万円

2021年度 2022年度 2023年度

自社管理台数 （台） 750 790 810

売上高 　　（百万円） 55 77 62

従業員数　　　　　　（名） 5 5 5

事業所敷地面積　　　（ｍ2 ） 990 990 990

事業所延べ床面積　　（ｍ2 ） 300 300 300

従業員数は、2023年9月1日現在

会計年度 　　9月　　～　8月



2.対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲（認証・登録範囲）】

有限会社　香北自動車工業　全社

　　本社 高知県香美市香北町韮生野８４５番地２ （常駐者：　5名）

対象事業：自動車整備・販売

【レポートの対象期間】

２０２２年９月～２０２３年８月

【環境活動レポートの発行日】

【作成責任者】

環境経営管理責任者　 松村　由美子

【SDGｓ実施対象項目】

環境　13,14,15,16,17,18,19,20,21,22

2023年12月4日



Ⅰ．法令

　法令、条例、協定を遵守します。

Ⅱ．環境への取組みとして以下のことを行います。

　①温暖化防止のため、ＣＯ２削減に取組みます。

　②廃棄物の削減・リサイクルに取組みます。

　③節水に取組みます。

　④グリーン購入を行います。

　⑤エコ整備を推進します。

Ⅲ．この方針は社員に周知し環境活動レポートとともに社外にも開示いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定　２０１８年　９月　１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社　香北自動車工業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役 松村　純爾　

３．環　境　経　営　方　針

　有限会社香北自動車工業の事業活動の主体である「自動車」は環境問題に多大な影
響を及ぼしています。弊社は全社一体となり、事業活動が環境問題に及ぼす影響を認
識し、自動車業界の環境への取組み、ひいては地球規模の環境問題への取組みに貢献
できる事業活動の展開を積極的に行っていきます。これを達成するため、事業活動に
おいて環境負荷低減に努め、継続的な改善による環境経営を推進していきます。

　⑥化学物質の使用量削減を行います。

　⑦当社が販売、提供する製品及びサービスに関する環境配慮への取組を進めます。



４．環境経営管理組織体制

代表取締役

松村　純爾

環境経営管理責任者

松村　由美子

ＥＡ２１事務局

松村　由美子

ＥＡ２１委員会

北岡　一彦

環境管理システム　役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者 環境経営に関する総括責任

環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知

環境経営目標・環境経営活動計画・環境経営管理組織体制・環境

経営活動レポートの承認

代表者による全体の評価と見直しの実施

環境経営管理責任者 環境経営管理システムの構築・実施・管理

環境関連法規等の取りまとめ表の承認

環境経営目標・環境経営活動計画・環境経営管理組織体制・環境

経営活動レポートの確認

環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

環境事務局 環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施

環境経営目標・環境経営活動計画の作成と環境経営活動の実績集計

環境関連法規等の取りまとめ表の作成と遵守評価の実施

環境経営活動レポートの作成

部門長 自部門における環境経営システムの実施

自部門における環境経営方針の周知

自部門の従業員に対する教育訓練の実施・記録の作成

自部門の問題点の発見・是正・予防処置の実施

全従業員 環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動への参加

整備技術部門 営業・事務部門



５．環境経営活動への取組の全体概要

当社は、「２００１７年版エコアクション２１ガイドライン」をもとに、環境負荷の自己チェックを行い

環境経営目標の達成状況を評価し、改善に取り組んでいます。

＜全体概況＞

○軽油・灯油使用量、電力使用量については、環境経営目標を達成できました。

　この結果、二酸化炭素排出量の削減ができました。

○電力使用量の削減については、社内の全エアコンの定期的な洗浄を行い運転効率を上げる取り組みを行いました。

＜有限会社　香北自動車工業の物質フロー＞（２０２３年度）　

燃料　4,627Ｌ

22,556ＣＯ2 ｋｇ－ＣＯ2

電力 14,112ｋＷｈ 　有限会社　香北自動車工業の

用水 604ｍ3 　　　　　事業活動 排水 604ｍ3

廃油 　1.44ｔ

廃棄物 6.0t

自動車整備810台

〇冬場のエアコン使用を控え石油ストーブを活用し、購入電力量を削減しました。



６．環境経営目標

（１）単年度目標

2023年度

　　　　　　　項目 単位 基準年 基準年数値 目標

2022.9～2023.8

ガソリン使用量 （ℓ） 2023年度 3,662 3,662

灯油使用量 （ℓ） 2008年度 1,054 969

電力使用量 （ｋＷｈ） 2009年度 18,663 14,600

廃油 （ｔ） 2018年度 1.45 1.45

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 2008年度 30,414 29,987

用水使用量 （ｍ3 ） 2008年度 719 661

一般廃棄物排出量 （kg） 2016年度 155.0 138.0

産業廃棄物排出量 （ｔ） 2008年度 8.0 7.4

産業廃棄物再資源化率 （％） 2018年度 100 100

グリーン購入量 （％） 2010年度 81 91.5

エコ整備 （台） 2008年度 28 50

化学物質使用量 （ｔ） 2013年度 0.097 0.087

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、四国電力2020年1月7日公表の2018年度調整後排出係数0.528（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用しました。

＊２．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）とします。

＊３．エコ整備は、エコバッテリー・マキシクール・エコタイヤ・ＰＣＶバブルクリーナー対象とします。

＊４．化学物質使用量は、フロン類・トルエン・キシレンの使用量とします。

　　　軽油使用料を削除し、ガソリンを2023年度実績を基準年とし2024年度より使用量目標値を再設定しました。　　　

（２）中長期目標

項目 単位 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

目標 目標 目標 目標

ガソリン使用量 （ℓ） 3,662 3,479 3,305 3,140 2,983

灯油使用量 （ℓ） 1,054 964 959 954 949

電力使用量 （ｋＷｈ） 18,663 14,500 14,400 14,300 14,200

廃油 （ｔ） 1.45 1.45 1.45 1.45 1.45

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 30,414 29,457 28,949 28,463 28,000

用水使用量 （ｍ3 ） 719 658 654 651 647

一般廃棄物排出量 （kg） 155.0 136.4 134.9 133.6 132.3

産業廃棄物排出量 （ｔ） 8.0 7.3 7.3 7.3 7.2

産業廃棄物再資源化率 （％） 100 100 100 100 100

グリーン購入量 （％） 81.0 92.3 93.2 94.1 94.8

エコ整備 （台） 28 52 55 58 61

化学物質使用量 （ｔ） 0.097 0.086 0.085 0.084 0.083

基準年について

基準年を2008年度とするが、下記項目については、それぞれ下記の通りとします。

＊電力使用量　　2009年度（事務所・工場内の一部ＬＥＤ化に伴い、2019年度より目標値を見直しました。）

＊グリーン購入量　　2010年度

＊化学物質使用量　　2013年度

＊一般廃棄物排出量　2016年度（2017年度より目標値を設定しました。）

＊産業廃棄物再資源化率　2018年度（2019年度より目標値を設定しました。）

＊ガソリン使用量　2023年度（ディーゼル車からPHEV車への入替に伴い2024年度よりガソリン使用量目標値を見直しし設定しました。）

＊軽油使用量（2022年5月よりクリーンディーゼル車からPHEV車へ入替のため2023年度より削除しました。）

＊エコ整備は、エコバッテリー・マキシクール・エコタイヤ・ＰＣＶバブルクリーナー対象とします。

　　　換を推奨しているため、削減目標値は設定していません。

実績（基準年）

＊廃油（ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ）を自社で利用しているため2018年度よりＣＯ２排出量に加えましたが、エコ整備の一環としてエンジンオイル交換

　を推奨しているため、削減目標値は設定していません。

購入電力のＣＯ2排出係数は2020年1月7日公表の四国電力2018年度調整後排出係数0.528（kg-CO2/kWh）を使用しました。

＊５．ガソリン使用量については、2018年度実績値を基準年とし目標値を設定しました。

＊ ６．　軽油使用量については、クリーンディーゼル車（パジェロ）を2022年5月よりＰＨＥＶ車（アウトランダー）へ入替に伴い2023年度から

＊ ７．　廃油（ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ）を自社で利用しているため2018年度よりＣＯ２排出量に加えましたが、エコ整備の一環としてエンジンオイル交



６．環境経営目標（次年度）

（１）単年度目標

2024年度

　　　　　　　項目 単位 基準年 基準年数値 目標

2023.9～2024.8

ガソリン使用量 （ℓ） 2023年度 3,662 3,479

灯油使用量 （ℓ） 2008年度 1,054 964

電力使用量 （ｋＷｈ） 2009年度 18,663 14,500

廃油 （ｔ） 2018年度 1.45 1.45

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 2008年度 30,414 29,457

用水使用量 （ｍ3 ） 2008年度 719 658

一般廃棄物排出量 （kg） 2016年度 155.0 136.4

産業廃棄物排出量 （ｔ） 2008年度 8.0 7.3

産業廃棄物再資源化率 （％） 2018年度 100 100

グリーン購入量 （％） 2010年度 81 92.3

エコ整備 （台） 2008年度 28 52

化学物質使用量 （ｔ） 2013年度 0.097 0.086

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、2020年1月7日公表　四国電力2018年度調整後排出係数0.528（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用しました。

＊２．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）とします。

＊３．エコ整備は、エコバッテリー・マキシクール・エコタイヤ・ＰＣＶバブルクリーナー対象とします。

＊４．化学物質使用量は、フロン類・トルエン・キシレンの使用量とします。

＊５．軽油使用量は、2022年5月よりクリーンディーゼル車をＰＨＥＶ車に入替えたため目標値を削除し、ガソリン使用量目標値を2023年度

　　　実績を基準年とし2024年度より目標値を再設定しました。

　　　　

（２）中長期目標

項目 単位 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

目標 目標 目標 目標

ガソリン使用量 （ℓ） 3,662 3,305 3,140 2,983 2,834

灯油使用量 （ℓ） 1,054 959 954 949 944

電力使用量 （ｋＷｈ） 18,663 14,400 14,300 14,200 14,100

廃油 （ｔ） 1.45 1.45 1.45 1.45 1.45

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 29,987 28,949 28,463 28,000 27,555

用水使用量 （ｍ3 ） 719 654 651 647 643

一般廃棄物排出量 （kg） 155 134.9 133.6 132.3 130.2

産業廃棄物排出量 （ｔ） 8 7.3 7.3 7.2 7.2

産業廃棄物再資源化率 （％） 100 100 100 100 100

グリーン購入量 （％） 81 93.2 94.1 94.8 95.6

エコ整備 （台） 28 55 58 61 64

化学物質使用量 （ｔ） 0.097 0.085 0.084 0.083 0.082

基準年について

基準年を2008年度とするが、下記項目については、それぞれ下記の通りとします。

＊電力使用量　　2009年度（事務所・工場内の一部ＬＥＤ化に伴い、2019年度より目標値を見直しました。）

＊グリーン購入量　　2010年度

＊化学物質使用量　　2013年度

＊ガソリン使用量　2018年度（ｸﾘｰﾝﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車導入に伴い、2019年度よりガソリン使用量目標値を見直しました。）

＊軽油使用量　2018年度（ｸﾘｰﾝﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車導入に伴い、2019年度より目標値を設定しましたが、2022年5月よりＰＨＥＶ車に

　入替えたため軽油使用量目標値を削除し、2023年度実績を基準年とし2024年度よりガソリン使用量目標値を再設定します。）　

＊一般廃棄物排出量　2016年度（2017年度より目標値を設定しました。）

＊産業廃棄物再資源化率　2018年度（2019年度より目標値を設定しました。）

購入電力のＣＯ2排出係数は2020年1月7日公表　四国電力2018年度調整後排出係数0.528kg-CO2/kWhを使用しました。

実績（基準年）



７．環境経営活動計画
期間：2022年9月　～2023年8月

項目 活動内容 担当者 期限

ＣＯ2 排出量 ガソリン使用量 ○エコドライブの実行 北岡　一彦

削減 削減 ○アイドリングストップの励行

○代車の満タン出し、満タン返しの徹底

○タイヤの空気圧点検、窒素の充填

軽油使用量 ○エコドライブの実行 松村由美子

削減 ○アイドリングストップの励行

○定期的なメンテナンスの徹底

○タイヤの空気圧点検、窒素の充填

灯油使用量の ○車両下回り洗浄の作業効率化 比与森　好剛

削減 ○スチーム洗車機未使用時の消火

電力使用量 ○昼食時の事務所・工場の消灯 松村　由美子

削減 ○パソコンの省電力機能の活用

○空調器具の適温化（暖房20度、冷房28度）

○不使用電源のコンセント抜き

用水使用量削減 ○節水の徹底 比与森　好剛

（排水量削減） ○洗車ホースのストップバルブの有効活用

○水漏れ点検の実施

廃棄物削減 一般廃棄物 ○ごみの分別の徹底 北岡一彦

○コピー用紙の裏面利用

産業廃棄物 ○リサイクル部品のユーザーへの啓蒙と利用

○分別処理の推進

グリーン購入 ○エコマーク商品の購入 松村　由美子

化学物資排出量削減 ○化学物質の使用量削減 比与森　好剛

○代替品を探す

エコ整備の推進 ○燃料向上につながる整備・商品の導入 北岡一彦

○エコ整備技術・商品知識の研鑽

○ユーザーへのエコ整備のＰＲ

松村由美子

2023.8.31



７．環境経営活動計画（次年度）
期間：2023年9月　～2024年8月

項目 活動内容 担当者 期限

ＣＯ2 排出量 ガソリン使用量 ○エコドライブの実行 北岡　一彦

削減 削減 ○アイドリングストップの励行

○代車の満タン出し、満タン返しの徹底

○タイヤの空気圧点検、窒素の充填

軽油使用量 ○エコドライブの実行 松村由美子

削減 ○アイドリングストップの励行

○定期的なメンテナンスの徹底

○タイヤの空気圧点検、窒素の充填

灯油使用量の ○車両下回り洗浄の作業効率化 比与森　好剛

削減 ○スチーム洗車機未使用時の消火

電力使用量 ○昼食時の事務所・工場の消灯 松村　由美子

削減 ○パソコンの省電力機能の活用

○空調器具の適温化（暖房20度、冷房28度）

○不使用電源のコンセント抜き

用水使用量削減 ○節水の徹底 比与森　好剛

（排水量削減） ○洗車ホースのストップバルブの有効活用

○水漏れ点検の実施

廃棄物削減 一般廃棄物 ○ごみの分別の徹底 北岡一彦

○コピー用紙の裏面利用

産業廃棄物 ○リサイクル部品のユーザーへの啓蒙と利用

○分別処理の推進

グリーン購入 ○エコマーク商品の購入 松村　由美子

化学物資排出量削減 ○化学物質の使用量削減 比与森　好剛

○代替品を探す

エコ整備の推進 ○燃料向上につながる整備・商品の導入 北岡一彦

○エコ整備技術・商品知識の研鑽

○ユーザーへのエコ整備のＰＲ

2024.8.31



８．環境経営目標の実績 作成日　2023年12月1日

（１）本年度実績

基準年 2023年度 2023年度 削減率 評価

　　　　　　　項目 単位 2008年度 目標 実績 （％）

2008.9～2009.8 2022.9～2023.8 2022.9～2023.8

ガソリン使用量 （ℓ） 3,662 3,662 3,662 100 -

灯油使用量 （ℓ） 1,054 969 965 99.5 〇

電力使用量 （ｋＷｈ） 18,663 14,600 14,112 96.6 〇

廃油 （ｔ） 1.45 1.45 1.44 99.3 〇

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 30,414 29,987 22,556 75.2 〇

用水使用量 （ｍ3 ） 719 661 604 91.3 〇

一般廃棄物排出量 （ｋｇ） 155.0 138.0 141.1 102.2 ×

産業廃棄物排出量 （ｔ） 8.00 7.40 6.25 84.5 〇

産業廃棄物再資源化率 （％） 100.0 100.0 82.0 82.0 ×

グリーン購入量 （％） 81.0 91.5 92.1 100.6 〇

エコ整備 （台） 28 50 92 184.0 〇

化学物質使用量 （ｔ） 0.097 0.087 0.090 103.4 ×

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　2020年1月9日公表 四国電力2018年度調整後排出係数0.528（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用しました。

＊３．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）とします。

＊４．エコ整備は、エコバッテリー・エコタイヤ・ＰＣＶバブルクリーナー、リビルト・中古部品の使用を対象とします。

＊５．化学物質使用量は、フロン類・トルエン・キシレンの使用量とします。

＊６．達成率 ：達成率＝（実績値／目標値）×１００　（％）

＊７．評価 ：達成　○、　未達成　×　

（２）過去３年間の実績

2020年度 2021年度 2022年度

　　　　　　　項目 単位 実績 実績 実績

2019.9～2020.8 2020.9～2021.8 2021.9～2022.8

ガソリン使用量 （ℓ） 2,905 3,190 3,664

灯油使用量 （ℓ） 1,054 885 911

電力使用量 （ｋＷｈ） 10,565 11,017 11,838

廃油 （ｔ） 1.44 1.44 1.44

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 25,246 25,891 25,979

用水使用量 （ｍ3 ） 670 618 560

一般廃棄物排出量 （ｋｇ） 142.0 141.6 141.5

産業廃棄物排出量 （ｔ） 6.2 5.9 6.2

産業廃棄物再資源化率 （％） 100 100 100

グリーン購入量 （％） 87.1 92.3 91.8

エコ整備 （台） 82 85 87

化学物質使用量 （ｔ） 0.026 0.091 0.091

＊８．廃油を自社で熱回収しているため、2018年度より、CO2排出量に加えました。

＜環境経営目標未達成理由＞2022年5月よりクリーンディーゼル車からＰＨＥＶ車へ入替えたことにより灯油使用料
を削除しガソリン使用量を2023年度実績を基準年に2024年度より目標値を設定。軽油使用量がゼロになり、走行を充
電量で賄えガソリン使用量が大幅に増加することなく、ＣＯ2 排出量の目標値を達成し昨年度実績よりも実績を下回
ることができました。一般廃棄物未達成の要因は、保存期間経過した書類を廃棄処分したことにより排出量が増加し
たためです。化学物質使用料未達成については、板金塗装の入庫が大幅に増加したためです。

＊９．ｶﾞｿﾘﾝ使用量については、2022年5月よりｸﾘｰﾝﾃﾞｨｾﾞﾙ車からPHEV車へ入替たため2023年度実績を基準年に目標値を設定しました。

＊ＣＯ２排出量の数値は、2018年度の軽油使用量の実績を加えた数値になっています。

＊軽油使用量については、2022年5月よりｸﾘｰﾝﾃﾞｨｾﾞﾙ車からPHEV車へ入替たため削除しました。

＊一般廃棄物再資源化率を2018年度から実績記載しました。

＊一般廃棄物排出量は2016年を基準年とし、2017年度より目標値を設定したため2016年度から実績を記載しました。

＊２．一般廃棄物排出量は20016年を基準年とし、2017年度より目標値を設定しました。



９．環境経営活動計画の取組結果とその評価
期間：2022年9月　～2023年8月

項目 活動内容 取組結果 評価 見直し

ＣＯ2 排出量 ガソリン使用量 ○エコドライブの実行 代車にエコタイヤ、エコオイル、エコバッテリーを

削減 軽油使用量 ○アイドリングストップの励行 使用し、燃費向上を図った。

削減 ○代車の満タン出し、満タン返しの徹底

○タイヤの空気圧点検、窒素の充填

灯油使用量の ○車両下回り洗浄の作業効率化

削減 ○スチーム洗車機未使用時の消火

電力使用量 ○昼食時の事務所・工場の消灯

削減 ○パソコンの省電力機能の活用

○空調器具の適温化（暖房20度、冷房28度）

○不使用電源のコンセント抜き

用水使用量削減 ○節水の徹底

（排水量削減） ○洗車ホースのストップバルブの有効活用

○水漏れ点検の実施

廃棄物削減 一般廃棄物 ○ごみの分別の徹底

○コピー用紙の裏面利用

産業廃棄物 ○リサイクル部品のユーザーへの啓蒙と利用

○分別処理の推進

グリーン購入 ○エコマーク商品の購入 取組みができた。 エコマーク商品中心に購入できた。 継続して取組みを行う。

化学物資排出量削減 ○化学物質の使用量削減 代替品への切り替えに取組めていない。

○代替品を探す

エコ整備の推進 ○燃料向上につながる整備・商品の導入 取組みができた。 エコ商品の開拓を更に進める。

○エコ整備技術・商品知識の研鑽

○ユーザーへのエコ整備のＰＲ

洗車・スチーム洗車作業後、ともに元栓を締めるこ
とを徹底した。

冬場、石油ｽﾄｰﾌﾞとｴｱｺﾝを併用したことで電力使用
量は削減できた。

取り組みができた。一般廃棄物については、引き続
き保存期間経過書類を廃棄処分するとともに紙での
保存を極力削減した。

リビルト部品、中古部品使用を積極的に行い、顧客
への周知につながった。

継続して取組を行う。

高出力になったため洗車時間の短縮につながった
が、吐出水量・消費燃料は増加となりました。

代車の月１回の点検を徹底した。

エアコンの洗浄を行い、フィルターの清掃を定期的
に行った。

継続して取組を行う。

古い洗車機（出力2.2kw）を新調（出力3.7kw）し
た。

ガソリン満タン出し満タン返しがお客様に定着して
きた。ＰＨＥＶ車の充電をこまめに行い、主にバッ
テリーでの走行を可能にできた。

板金塗装入庫増加により化学物質使用量が増えた。

エコ商品の勉強会を開くことにより、積極的な販売
活動ができた。

洗車・スチーム洗車作業後、元栓を締めることでﾎｰ
ｽ内に溜まる水を節約できた。

継続して取組を行う。

洗車作業の更なる効率化が必要である。

継続して取組を行うと共に、引き続きＰＨＥＶ車の
充電をこまめに行う。

代替品の導入に取り組む。



１０．具体的な取組状況

１．ＣＯ2 排出量削減

　　　　　　　

２．用水使用量の削減

（2022年5月導入）

ショールム内節電シール貼付

３．ガソリン使用量の削減

５．産業廃棄物再資源化

（2023年3月導入）

（2020年1月完了）

洗車作業後の元栓閉シール貼付

（2022年10月導入）

ｴｱｺﾝｶﾞｽ回収・再生・真空引き・充填装置導入新型洗車機の導入

（2018年2月設置）

４．灯油・用水使用量の削減

工場内ＬＥＤ照明化

　（2022年3月完了）

ＰＨＥＶ車の使用

ショールム内照明設置ＬＥＤ化

　（2008年設置） 　　　（2008年設置）

　　　工場内節電シール貼付



１１．次年度の環境経営活動計画の取組内容
期間：　2023年9月　～　2024年8月

項目 活動内容 担当者 期限

ＣＯ2 排出量 ガソリン使用量 ○エコドライブの実行 北岡　一彦

削減 削減 ○アイドリングストップの励行

○代車の満タン出し、満タン返しの徹底

○タイヤの空気圧点検、窒素の充填

〇ＰＨＥＶ車のこまめな充電

灯油使用量 ○車両下回り洗浄の作業効率化 比与森　好剛

削減 ○スチーム洗車機未使用時の消火

電力使用量 ○昼食時の事務所・工場の消灯 松村　由美子

削減 ○パソコンの省電力機能の活用

○空調器具の適温化（暖房20度、冷房28度）

○不使用電源のコンセント抜き

用水使用量削減 ○節水の徹底 比与森　好剛

（排水量削減） ○洗車ホースのストップバルブの有効活用

○水漏れ点検の実施

廃棄物削減 一般廃棄物 ○ごみの分別の徹底 北岡　一彦

○コピー用紙の裏面利用

産業廃棄物 ○リサイクル部品のユーザーへの啓蒙と利用

○分別処理の推進

グリーン購入 ○エコマーク商品の購入 松村　由美子

化学物資排出量削減 ○化学物質の使用量削減 比与森　好剛

○代替品を探す

エコ整備の推進 ○燃料向上につながる整備・商品の導入 北岡　一彦

○エコ整備技術・商品知識の研鑽

○ユーザーへのエコ整備のＰＲ

2024.8.31



１２．環境関連法規等のとりまとめ 作成日　2023年9月1日

代表者 環境経営管理責任者 作成者

松村純爾 松村由美子 松村由美子

法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者

測定時期

廃棄の処理及び清掃に関する 第３条 事業者の責務

法律 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任 随時

において適正に処理

第１２条 産業廃棄物の事業者の処理 年２回

産業廃棄物の委託契約

第１２条の三 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 毎月

第１２条の三 マニフェスト交付状況報告書の作成及び 年１回

７項 都道府県知事（高知県知事）への提出 （６月）

施工規則第８条 年１回

高知県環境基本条例 第６条 事業者の責務　 随時

自動車リサイクル法 第４４条 自治体に登録された引取業者への廃車の引き渡し 随時

グリーン購入法 第５条 環境に配慮されたものを購入 随時

フロン類の使用の合理化及び 第１９条 ○事業者によるフロン類の漏洩量等の報告 年１回

管理の適正化に関する法律 1,000 CO2-t/年以上、事業所所管大臣への報告

（フロン排出抑制法） 第５条 ○定期点検の実施

エアコン：7.5kW以上50kW未満 １回／３年

エアコン：50kW以上 １回／年

冷蔵機器、冷凍機：3.7kW以上 １回／年

１回／３か月

化管法（PRTR法） 第14条 化学物質の取り扱い 随時

悪臭防止法 第14条 悪臭防止対策の推進（化学物質） 随時

水質汚濁防止法 第14条 洗車洗浄施設からの排水 随時

汚水又は廃液の公共用水域への排出予防

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

産業廃棄物の保管場所に表示

SDSの入手と適正管理

松村　由美子

〇エアコンの簡易点検



１３．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

作成日　2023年9月1日

（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

事業活動に関連する主な法規制は以下の通りです。

法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者 遵守状況 確認日

測定時期

廃棄の処理及び清掃に関する 第３条 事業者の責務

法律 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任 随時 〇

において適正に処理

第１２条 産業廃棄物の事業者の処理 年２回 〇

産業廃棄物の委託契約

第１２条の三 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 毎月 〇

第１２条の三 マニフェスト交付状況報告書の作成及び 年１回 〇

７項 都道府県知事（高知県知事）への提出 （６月）

施工規則第８条 年１回 〇

高知県環境基本条例 第６条 事業者の責務 随時 〇

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

自動車リサイクル法 第４４条 自治体に登録された引取業者への廃車の引き渡し 随時 〇

グリーン購入法 第５条 環境に配慮されたものを購入 随時 〇

フロン類の使用の合理化及び 第１９条 ○事業者によるフロン類の漏洩量等の報告 年１回

管理の適正化に関する法律 1,000 CO2-t/年以上、事業所所管大臣への報告

（フロン排出抑制法） 第５条 ○定期点検の実施 〇

エアコン：7.5kW以上50kW未満 １回／３年

エアコン：50kW以上 １回／年

冷蔵機器、冷凍機：3.7kW以上 １回／年

〇エアコンの簡易点検 １回／３か月

化管法（PRTR法） 第14条 化学物質の取り扱い 随時 〇

悪臭防止法 第14条 悪臭防止対策の推進（化学物質） 随時 〇

水質汚濁防止法 第14条 洗車洗浄施設からの排水 随時 〇

汚水又は廃液の公共用水域への排出予防

（２）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

2022年9月1日より2023年8月31日までの間、環境関連法規等の違反、訴訟及び外部からの苦情・要望等はありませんでした。

SDSの入手と適正管理

松村　由美子 2023.8.31

産業廃棄物の保管場所に表示



１４．代表者による全体評価と見直しの結果
見直しに必要な情報 代表者による見直し

環境経営管理責任者の報告及び改善提案 変更の必要性の有無・指示事項

【取組状況の評価結果】 【環境経営方針】

①環境関連法規制等の遵守状況 変更の必要性：□有 ■無

遵守できており、環境関連法規等への違反、訴訟及び外部からの苦情・要望等は

ありませんでした。

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

③前回までの代表者の指示事項への対応

＜改善提案＞ 【環境経営目標・環境経営活動計画】

変更の必要性：■有 □無

【目標・環境経営活動計画の達成状況】

目標項目 目標値 活動計画 コメント

達成状況 達成状況 （目標値、活動計画に対するコメント）

ｶﾞｿﾘﾝ使用量
2023年度実績を
基準年とする ー

軽油使用量 2023年度より削除 ー

灯油使用量 0.5％減 〇

電力使用量 3.4％減 ○

ＣＯ２排出量 24.8％減 ○

用水使用量 8.7%減 ○ 【その他】

一般廃棄物排出量 2.2%増 ×

廃棄物排出量 15.5%減 ○ 変更の必要性：□有 ■無

ｸﾞﾘｰﾝ購入量 6％増 〇 環境経営システムは有効に機能している。

ｴｺ整備 84％増 ○

化学物質使用量 3.4％増 ×

【周囲の変化の状況】

①外部コミユニケーション記録より

外部からの苦情・要望はありませんでした。

②環境関連法規制等の動向他

変更・追加はありませんでした。

代表者が自ら得た情報

【総括】（環境経営活動レポートの代表者による全体の評価
と見直しの欄に記載）

板金塗装の入庫が増え使用料増となりました。

香美市内でも香北町は山間部に位置し、人口減少と
少子高齢化による保有台数の減少は顕著で、今後状
況が改善する可能性皆無ではありますが、ＳＮＳや
フリーペーパー、イベント開催などを活用し、商業
圏外の個人・法人の新規顧客開拓に取り組むと同時
に、地域密着度の高さを武器に地域に根差した事業
展開と地域貢献に社員一丸となって取組んでいきま
す。「ワンストップサービス」から「ＯＢＤ車検」
対応の準備も整い、2024年10月からの制度スタート
に向け体制を整えていきます。ＥＶ化の波に飲み込
まれないよう、引き続き研修・情報収集に取組み、
郷土の豊かな自然環境を守ることを柱に環境にやさ
しい整備を提案し、人と車と環境にやさしい整備工
場として2024年度も社員一丸となって事業展開に取
り組んでいきます。

相変わらず香美市の人口減少・高齢化が進む中、ＳＮＳやフリーペーパーにて自社商
品や環境に優しい整備への取組みの発信、女性客獲得につながるイベント（ビュー
ティイベント）をの開催、地元バラ園とのタイアップイベントを通じて、自社の認知
度が少しずつ高くなり、香美市内外の幅広い世代の新規顧客が増えてきました。ＥＶ
化とワンストップサービス、ＯＢＤ車検に対応できる企業となるべく、技術研修や情
報収集を行い、地元密着型整備工場としての存在感を確立していきます。

クリーンディーゼル車をＰＨＥＶ車に入替えた
ためガソリン使用量が大幅に増えました。

フィルターの清掃と使用時間短縮、工場内の照
明のLED化により削減できました。

洗車作業後、元栓を閉めることで節水ができま
した。

ｸﾞﾘｰﾝ購入適用商品を積極的に購入できまし
た。

＜改善提案＞

とする整備・目標値設定方法を見直す。

解体部品を有価商品として販売することにより
目標値を達成することができました。

軽油使用量がなくなったため大幅に削減でき
た。

エコ商品に加えリビルト・中古部品を積極的に
販売できました。

工場内・事務所内の整理整頓を徹底し、廃棄物処理を迅速かつ適正に行えました。

ｸﾘｰﾝﾃﾞｨｾﾞﾙ車をPHEV車に入替えたため2023年度
より削除します。

エコ整備となる商品が増えてきたので、エコ整備

工場としての設備・人材を構築していきます。

を継続し、老朽化による不具合・浪費を未然に防ぎ、ＣＯ２削減につなげます。

機器、設備の定期点検を行い、不良個所、改善個所の早期発見、早期処置の徹底

新型洗車機導入により燃焼効率が良くなり削減
できました

＜改善提案＞エコ整備の目標値の設定を見直す。

保管期限を過ぎた書類を廃棄処分したため増加
となりました。

古い洗車機の代替が完了しました。エアコンガスを再利用できる機器を導入しました。

30年使用の洗車機の作業効率が悪いと同時に、部品供給がなく修繕が不可能となり始

めたため、買い替えを検討する。

エコカー整備とＥＶ車関連の研修・情報収集に努め、次世代の車に対応できる整備


